













中で使用されているこの二語の間には、使用される場面やその他に相違があるようである。キヤウとミヤコに関する先行研究には、今西（一九九四） ・神尾（一九八九）があり、また、ミヤコについてのみ考察する小町谷（一九八三） ・廣田（一九九〇）があ ものの、なお疑問の残るところがある。　
そこで、本稿は『源氏物語』の中にあるミヤコとキヤウの用例を
















































されるものであるとする小町谷（一九八三） ・廣田（一九九〇）がある。そして、廣田（一九九〇）は、ミヤコは「田舎、鄙などという語との対比において成り立つ」ものであり、 「都はつねに優位に立つ。出自官位の高低、文化的な生活が可能かどうかなどが問われることにおいて、田舎、鄙などという語と対比されて都の語義は定まる」と指摘している。だが 例えば次の用例１ は、乳母 筑紫への下向を嘆き、キヤウへ戻ることを望んでいることから キヤウと筑紫とを対比しているように思われる。この例から、キヤウも筑紫という「鄙に して」 のでないか また、廣田（一九九〇）の指摘する「優位性 はミヤコのみならずキヤウにもあてはまるのではないか いう疑義が生ずる　　
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いても触れるところがあり、キヤウは「単なる場所とし の都を意味する」 のであるとしている。しかし、用例 示すなど て 具体的な考察はなされてはいない。　
ミヤコとキヤウの相違 論ずる今西（一九九四）は、地理




































。 一方、 【表２】 から、
漢語のキヤウは漢字表記の場合が多い 明らかであ 。キヤウを漢字「京」でしか表さない写本もあるものの いずれかの写本において仮名書きの例がある場合が多い。　
キヤウとミヤコが、語義も用法もまったく等しいものであるなら















地 発 心 消息 歌 計 地 発 心 消息 歌 計
夕顔 （ 2 3
Ⅰ
若紫 2 2 3 （ 7
須磨 3 3 2 （ （2 5 （ （
明石 3 （ 2 （ （0 8 （ （ （0
澪標 （ 2 3
蓬生 （ 2 3 （ （
関屋 2 2
松風 2 （ 3 （ （
玉鬘 （ 2 2 5 （ （ （0 Ⅱ
若菜上 （ （ 2 3 2 5
Ⅰ・Ⅲ若菜下 （ （
夕霧 （ （
橋姫 （ （ 2 2 （ 3
Ⅳ
椎本 （ （
総角 （ （ 7 2 9
早蕨 （ （
宿木 3 3
東屋 （ （ 2
浮舟 （ （ （ 5 2 （（
蜻蛉 （ （ （ （
手習 （ （ （ （ 2
夢浮橋 2 2
合計 （（ （7 5 2 7 （5 50 27 9 （ 0 87














































について「京都付近の四十か所の御寺」と頭注を施すことから、いずれの註釈書類も「近き都」を「京都近辺 解釈して るものと考えら る。しかし、ミヤコが表 範囲が あるいは左京でるとすると、用例４ 「 （ ）ミヤコ」を「京都（近辺） 」のような広範囲とする は適切ではないと考える。
















































































に再度触れる） 。このことから、助詞ヨリ・ヘ・マデが下接するキヤウは、起点や帰着点そ ものを示すことに重きがおかれており、起点や帰着点が他所のどこでもなく「キヤウ」であること、つまキヤウという一つの地点を示すことに主眼があるの はないかと推測されるのである。五．ミヤコと の用法の相違　
先掲の【表４】からは、助詞ヨリ・ヘ・マデの下接の有無以外に
はミヤコとキヤウに相違が見られない。そこで、次に、ミヤコとヤウの文中での用法に注目してみる。すると、ミヤコは、 「ミヤコ」と「ミヤコ以外の土地」とを対比とらえる場合に用いられる傾向が見られ、キ ウは、 「 」 「キヤウ以外 土地」とを殊更対比することはせず、第四節で推測したように、キヤウを「キヤウ」という地点 してとらえる場合に用いられる傾向がみられる。五．一．ミヤコの用法　
ミヤコは、 「ミヤコ」と「ミヤコ以外 土地」との二つの場所が
































（2 （源氏が須磨明石で）藻塩たれつつわびたまひしころほひ、都にも、さまざまにおぼし嘆く人多かりしを、さてもわが御身のよりどころあるは、 ひとかたの思ひこそ苦しげなりしか、二条の上などものどやかにて、旅の御住みかをもおぼつからず聞こえ通ひたまひつつ、位を去り まへる仮の御よそひをも、竹の の世のうきふしを 時々につけてあつかひきこえたまふに〈蓬生、五一九①〉
　　



















































































のすべてにミヤコとミヤコ以外の土地の二つの地点が意識されてる。そして、ミヤコを上位に、ミヤコ以外 土地を下位に らえる用例が８割を占める。よって、これがミヤコの主たる用法であるということ できる。また、このことから、 は、ミヤコ ミヤコ以外の土地と 二つの地点を意識する中で「ミヤコ」というであることを示しているのではないかと考えられる。　
第二節で述べたように『源氏物語』の中の、ミヤコに対するミヤ
コ以外の土地の多くは、須磨・明石・筑紫・宇治であった 、これらを仮に「鄙」であるとす 、ミヤコと鄙とが ―下位に対比
されているという本稿の考察結果と、ミヤコは「鄙と対」であり、ミヤコは鄙に対して「優位に立つ」 した廣田（一九九〇）の指摘また、ミヤコはミヤコ以外の地を対比的に示されるとした小町谷（一九八三） ・廣田（一九九〇） 指摘は概ね一致すると言うことができる。五．二．キヤウの用法　
キヤウは、 「キヤウ」と「キヤウ以外の土地」を比較・対比はせず、
「キヤウ」という場所を一地点とし とらえる場合に多用される傾向がある。五．二．一． 「キヤウ」という つの地点を表すキ ウ　
第四節で見たように、助詞ヨリ・ヘ・マデが下接する用例はキヤ
ウにのみ見られる。これらの用例では、起点や帰着点（キヤウ）に対応する到着地点や出発点（キヤウ以外の土地）は、話題・内容から判断し得 。ただし、その、キヤウ キヤウ以外の土地 の間は、ミヤコとミヤコ以外の土地 間に見られた上位―下位を示す記述が見られない。こ ことから、格助詞ヨリ・ヘ 下接する場合のキヤウは、起点や帰着点が他所のどこでもなく「キヤウ」であ こと、起点や帰着点そのものを示すことに重きがおかれて るものと考えられる。つまり、キヤ は、 「キヤウ」という一つの地点を示すことに主眼があるのでは かと考える である。　　















































23 （玉鬘乳母） 「かかる御さまを、ほとほとあやしきところ（＝筑紫） に沈めたてまつりぬべかりしに、 あたらしく悲しうて、家かまどをも捨て、男女の頼む き子どもにもひき別れてなむ、かへりて知らぬ世の心地する京にまうで来し。…」と言ふ。 〈玉鬘、七三九③〉
　　





























りがたければ、 （匂宮） 「 （中君を）京に渡しきこえむ。 」とおぼしたちにたり。 〈早蕨、一六七九②〉
　　








が悪いため、匂宮にとって都合のよいキヤウに中君を移そうというものであり、キヤウを上位、宇治を下位にとらえているものと思われる。このように、キヤウとキヤウ以外の土地 の間に上位―下位の対比的関係を見出せる用例は４例ある。なお、第一節 示した用例１はこの中 ひとつであ 。一方、用例
2（は、宇治川の自然美に
















































ころである。 「京の人の話を聞けば」が、源氏 本宅のあるに住まう人の噂によるとという条件・前置きであり、その中でキヤウはひとつの地点を表しているとも考えられる れを、 「ミヤコの人の語る大勢の高貴な女性に囲まれた源氏の様子」と「明石にいる身分は低い明石上」という具合 ミヤコと明石に上位―下位の対比的視点がある とらえることも、解釈上、不可能ではない。　
このように、 この２例は、 二つの地点を対比的に示しているとも、
一つの地点を示しているともとらえ ことが可能な箇所である。このように、解釈にゆれ に、写本間の異同が見られるのである。　

































































 宮…高松宮家蔵 『高松宮御蔵河内本源氏物語 臨川書店）
　　　
断簡
 （田中） …源氏物語断簡 （田中重太郎編著 『源氏物語断簡』東風社）
　　　
伝本






















































 「ミヤコのほか」の例が１例ある。この用例では、普段は六条院の外にも滅多に出ない紫上が、源氏とともに摂津の住吉社に来ていることが示されて る。よって、平安京（あるいは左京） 、つまり、ミヤコの外にいる となる。
　　　
○
















 「四十寺」がどの寺院を指しているかは不明とされている。古注釈書にも「貞観十年遣使於辺京四十ヶ寺」 （ 『岷江入楚』卅四） 、 「貞観十三年遣使於辺京卌ヶ寺」 （ 『河海抄』第十三）などの記述を見るにとどまる。
（
（5）


























に拠ると、 古代語では 「 「への」 という言い方はなかったよう」だとされ 。 「への」の意味の「の」が下接する用例 ミヤコにもある（明石、四七二⑭）が、ミヤコ 助詞ヘが直接する例はない（平安和文でも稀である） で、ミヤコには助詞ヘは積極的には下接しないものと考えられる。
（
22）












































小田勝（二〇一五） 『実例詳解古典文法総覧』和泉書院加藤洋介（二〇 ） 『河内本源氏物語校異集成 風間 房神尾










 谷照彦（一九八三） 「都」 『国文学
　
解釈と教材の研究』二八―
一六
鈴木
 一雄監修（二〇〇〇） 『源氏物語の鑑賞と基礎知識
　
若菜上（後
半） 』至文堂
玉上琢弥（一九六五） 『源氏物語評釈
　
第五巻』角川書店
玉上琢弥（一九六六） 『源氏物語評釈
　
第七巻』角川書店
玉上琢弥編（一九六八） 『紫明抄
　
河海抄』角川書店
中野
 幸一編（一九九七 『岷江入楚
　
源氏物語古註釈叢刊第八巻』
武蔵野書院
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【
表
１
　
ミ
ヤ
コ
の
表
記
】
大
成
飯
島
池
田
大
島
御
物
榊
原
三
条
西
（
宮
内
庁
）
三
条
西
（
日
大
）
高
松
宮
断
簡
（
田
中
）
伝
本
（
天
理
）
伝
本
（
日
大
）
中
山
ハ
ー
バ
ー
ド
尾
州
伏
見
蓬
左
保
坂
穂
久
邇
明
融
陽
明
若
紫
、
（53⑪
み
や
こ
宮
古
見
や
こ
宮
こ
―
宮
こ
宮
こ
見
や
こ
―
―
―
宮
こ
―
み
や
こ
三
や
古
―
宮
こ
宮
こ
―
宮
こ
若
紫
、
（55②
み
や
こ
宮
古
み
や
こ
宮
こ
―
三
や
こ
宮
こ
三
や
こ
―
―
―
宮
こ
―
み
や
こ
三
や
古
―
宮
こ
宮
こ
―
宮
こ
須
磨
、
395④
宮
古
三
や
古
見
や
こ
三
や
こ
―
宮
こ
宮
古
三
や
こ
―
―
―
―
三
や
こ
三
や
こ
三
や
こ
―
宮
古
宮
こ
―
宮
こ
須
磨
、
39（⑪
宮
こ
三
や
こ
見
や
こ
み
や
こ
―
宮
こ
三
や
古
三
や
こ
―
―
―
―
宮
こ
三
や
こ
三
や
こ
―
宮
こ
宮
こ
―
宮
こ
須
磨
、
（（0⑤
宮
こ
宮
こ
三
や
こ
み
や
こ
―
宮
こ
宮
古
三
や
こ
―
―
―
―
宮
こ
三
や
こ
三
や
こ
―
三
や
古
宮
こ
―
宮
こ
須
磨
、
（（0⑧
み
や
こ
み
や
古
見
や
こ
み
や
こ
―
み
や
こ
三
や
古
三
や
こ
―
―
―
―
宮
こ
三
や
こ
三
や
こ
―
宮
こ
宮
こ
―
宮
こ
須
磨
、
（（（④
宮
こ
宮
古
見
や
こ
み
や
こ
―
三
や
こ
宮
古
三
や
こ
―
―
―
―
三
や
こ
三
や
こ
三
や
こ
―
三
や
古
宮
こ
―
宮
こ
須
磨
、
（2（⑭
宮
こ
三
や
古
み
や
こ
宮
こ
―
宮
こ
都
三
や
こ
―
―
―
―
宮
こ
三
や
こ
三
や
こ
―
三
や
古
み
や
こ
―
宮
こ
須
磨
、
（25⑫
宮
こ
宮
こ
見
や
こ
宮
こ
―
三
や
こ
宮
こ
宮
こ
―
―
―
―
宮
こ
宮
こ
三
や
こ
―
宮
こ
宮
こ
―
宮
こ
須
磨
、
（2（④
み
や
こ
み
や
古
見
や
こ
み
や
こ
―
宮
こ
三
や
古
三
や
こ
―
―
―
―
宮
こ
三
や
こ
三
や
こ
―
宮
こ
宮
こ
―
宮
こ
須
磨
、
（2（⑫
宮
こ
宮
古
み
や
こ
京
―
宮
こ
三
や
古
京
―
―
―
―
京
落
丁
三
や
こ
―
宮
古
き
や
う
―
き
や
う
須
磨
、
（33⑬
み
や
こ
三
や
古
見
や
こ
宮
こ
―
三
や
こ
三
や
こ
三
や
こ
―
―
―
―
三
や
こ
三
や
こ
三
や
古
―
宮
古
三
や
こ
―
宮
こ
須
磨
、
（33⑭
宮
こ
宮
こ
見
や
こ
宮
こ
―
宮
こ
三
や
こ
三
や
こ
―
―
―
―
三
や
こ
三
や
こ
三
や
こ
―
三
や
こ
宮
こ
―
宮
こ
須
磨
、
（3（⑨
宮
こ
宮
古
見
や
こ
三
や
こ
―
宮
こ
都
三
や
こ
―
―
―
―
宮
こ
三
や
こ
三
や
こ
―
宮
こ
み
や
こ
―
宮
こ
明
石
、
（（（③
宮
こ
宮
古
都
み
や
こ
―
宮
こ
み
や
こ
三
や
こ
―
―
―
―
―
み
や
こ
三
や
こ
―
宮
古
宮
古
―
み
や
古
明
石
、
（（8⑦
宮
こ
宮
古
宮
こ
み
や
こ
―
宮
こ
宮
こ
三
や
こ
―
―
―
―
―
み
や
こ
三
や
こ
―
宮
こ
宮
こ
―
三
や
こ
明
石
、
（（9⑫
宮
こ
宮
古
都
三
や
こ
―
宮
こ
三
や
こ
三
や
こ
―
―
―
―
―
三
や
こ
三
や
こ
―
宮
こ
宮
古
―
宮
古
明
石
、
（5（⑦
宮
こ
宮
古
宮
こ
宮
こ
―
宮
こ
宮
こ
三
や
こ
―
―
―
―
―
み
や
こ
宮
こ
―
み
や
こ
み
や
こ
―
宮
こ
明
石
、
（57④
宮
こ
宮
古
宮
こ
三
や
こ
―
宮
こ
宮
こ
三
や
こ
―
―
―
―
―
宮
こ
宮
こ
―
宮
古
宮
こ
―
宮
こ
明
石
、
（57⑬
三
や
こ
宮
古
都
三
や
こ
―
宮
こ
宮
こ
三
や
こ
―
―
―
―
―
み
や
こ
宮
こ
―
宮
こ
宮
こ
―
宮
こ
明
石
、
（（2①
宮
こ
宮
古
都
三
や
こ
―
宮
こ
宮
こ
三
や
こ
―
―
―
―
―
宮
こ
三
や
こ
―
宮
こ
宮
古
―
宮
こ
明
石
、
（72⑭
三
や
こ
宮
古
都
三
や
こ
―
宮
こ
三
や
こ
宮
こ
―
―
―
―
―
宮
こ
三
や
こ
―
宮
こ
宮
こ
―
宮
古
明
石
、
（7（③
宮
こ
宮
古
宮
こ
み
や
こ
―
宮
こ
三
や
こ
三
や
こ
―
―
―
―
―
三
や
こ
宮
こ
―
宮
こ
み
や
古
―
宮
こ
明
石
、
（75⑦
宮
こ
み
や
こ
宮
こ
三
や
こ
―
宮
こ
三
や
こ
三
や
こ
―
―
―
―
―
み
や
こ
宮
こ
―
宮
こ
宮
こ
―
宮
こ
蓬
生
、
5（9①
見
や
古
三
や
こ
見
や
こ
み
や
こ
―
宮
こ
み
や
こ
見
屋
こ
―
三
や
古
―
―
―
三
や
こ
三
や
こ
―
宮
こ
み
や
こ
―
宮
古
蓬
生
、
525⑨
見
や
古
宮
こ
み
や
こ
宮
こ
宮
こ
宮
古
み
や
こ
み
や
こ
―
三
や
古
―
―
―
三
や
こ
宮
古
―
宮
こ
宮
こ
―
宮
古
蓬
生
、
537⑬
宮
古
宮
こ
み
や
古
宮
こ
三
や
こ
宮
古
み
や
こ
三
や
こ
―
三
や
古
―
―
―
三
や
こ
宮
古
―
宮
こ
み
や
こ
―
宮
古
廣田
 收（一九九〇） 「花の景としての都―須磨・明石巻を中心に―」（難波浩編・廣川勝美編集『源氏物語
　
地名と方法』桜楓社所
収）
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【
表
２
　
キ
ヤ
ウ
の
表
記
】
大
成
飯
島
池
田
大
島
御
物
榊
原
三
条
西
（
宮
内
庁
）
三
条
西
（
日
大
）
高
松
宮
断
簡
（
田
中
）
伝
本
（
天
理
）
伝
本
（
日
大
）
中
山
ハ
ー
バ
ー
ド
尾
州
伏
見
蓬
左
保
坂
穂
久
邇
明
融
陽
明
夕
顔
、
（39②
京
京
京
き
や
う
京
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
―
京
夕
顔
、
（（0①
京
京
京
京
京
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
―
き
や
う
夕
顔
、
（（（⑪
京
京
き
や
う
き
や
う
京
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
―
き
や
う
若
紫
、
（5（⑧
京
京
京
き
や
う
―
京
京
京
―
―
―
京
―
京
京
―
京
京
―
京
若
紫
、
（52⑬
京
京
京
き
や
う
―
京
京
京
―
―
―
京
―
京
京
―
京
京
―
京
若
紫
、
（5（②
京
京
京
き
や
う
―
京
京
京
―
―
―
京
―
京
京
―
京
京
―
京
若
紫
、
（（0⑭
京
京
京
き
や
う
―
京
京
京
―
―
―
京
―
京
京
―
京
京
―
京
若
紫
、
（73⑦
京
京
京
き
や
う
―
京
京
京
―
―
―
京
―
京
京
―
京
京
―
京
若
紫
、
（7（⑫
京
京
京
き
や
う
―
京
京
京
―
―
―
京
―
京
京
―
京
京
―
ナ
シ
若
紫
、
（80⑩
京
京
京
き
や
う
―
京
京
京
―
―
―
京
―
京
京
―
京
京
―
ナ
シ
須
磨
、
（（（⑩
京
京
京
京
―
き
や
う
京
京
―
―
―
―
京
京
京
―
京
き
や
う
―
き
や
う
須
磨
、
（（（⑫
京
京
京
京
―
京
京
京
―
―
―
―
京
ナ
シ
京
―
京
京
―
ナ
シ
須
磨
、
（（5⑦
京
京
京
京
―
京
京
京
―
―
―
―
京
ナ
シ
京
―
京
京
―
京
須
磨
、
（20⑤
京
京
京
き
や
う
―
京
京
京
―
―
―
―
京
京
京
―
京
京
―
き
や
う
松
風
、
580⑥
三
や
古
み
や
古
み
や
こ
宮
こ
―
都
宮
こ
宮
こ
―
―
宮
古
―
―
宮
こ
宮
こ
宮
こ
宮
こ
宮
こ
―
宮
こ
松
風
、
58（⑤
宮
こ
宮
古
み
や
こ
宮
こ
―
み
や
こ
三
や
こ
み
や
こ
―
―
宮
古
―
―
み
や
こ
宮
こ
宮
こ
宮
こ
み
や
こ
―
宮
こ
松
風
、
58（⑬
宮
こ
み
や
古
み
や
こ
宮
こ
―
都
宮
こ
宮
古
―
―
宮
古
―
―
宮
こ
宮
こ
宮
こ
宮
こ
み
や
こ
―
宮
こ
玉
鬘
、
722②
三
や
こ
み
や
古
み
や
こ
三
や
古
―
宮
こ
三
や
こ
三
や
こ
―
―
―
―
―
み
や
こ
宮
こ
―
三
や
こ
み
や
こ
―
宮
こ
玉
鬘
、
723①
三
や
こ
み
や
古
宮
こ
宮
こ
―
三
や
こ
三
や
こ
見
や
こ
―
―
―
―
―
三
や
こ
三
や
こ
―
宮
こ
み
や
こ
―
宮
こ
玉
鬘
、
727⑥
三
や
こ
三
や
古
宮
こ
宮
こ
―
宮
こ
三
や
こ
三
や
こ
―
―
―
―
―
み
や
こ
三
や
こ
―
宮
こ
み
や
こ
―
宮
こ
玉
鬘
、
730②
三
や
こ
三
や
古
宮
こ
宮
こ
―
宮
こ
三
や
こ
都
―
―
―
―
―
み
や
こ
宮
こ
―
宮
こ
宮
こ
―
宮
こ
玉
鬘
、
730⑭
三
や
古
み
や
古
都
三
や
こ
―
宮
こ
三
や
こ
三
や
こ
―
―
―
―
―
三
や
こ
三
や
こ
―
宮
こ
都
―
宮
こ
若
菜
上
、
（082⑭
三
や
こ
み
や
古
三
や
古
―
都
三
や
こ
三
や
こ
―
―
―
―
―
み
や
こ
宮
こ
―
宮
こ
ナ
シ
み
や
こ
宮
こ
若
菜
上
、
（098⑧
宮
古
都
宮
こ
―
都
宮
こ
宮
こ
―
―
―
―
―
宮
こ
宮
こ
―
み
や
こ
み
や
こ
宮
こ
み
や
こ
若
菜
下
、
（（（0①
宮
こ
宮
こ
三
や
こ
宮
古
宮
こ
三
や
こ
宮
こ
―
―
―
―
―
宮
こ
宮
こ
―
宮
こ
み
や
こ
宮
こ
み
や
こ
夕
霧
、
（3（（②
宮
こ
宮
こ
宮
こ
―
宮
こ
―
宮
こ
―
宮
こ
三
や
こ
―
―
宮
こ
宮
こ
―
見
や
古
三
や
こ
―
三
や
古
橋
姫
、
（522④
都
宮
こ
三
や
こ
―
宮
こ
三
や
こ
宮
こ
―
―
―
―
―
み
や
こ
宮
こ
―
三
や
こ
三
や
こ
み
や
こ
三
や
こ
橋
姫
、
（529⑩
三
や
こ
宮
こ
三
や
こ
―
宮
こ
み
や
こ
宮
こ
―
―
―
―
―
み
や
こ
宮
こ
―
み
や
こ
宮
こ
宮
こ
三
や
こ
椎
本
、
（553⑫
三
や
こ
宮
こ
宮
こ
―
み
屋
古
三
や
古
三
や
こ
―
―
―
―
―
宮
古
宮
こ
―
宮
こ
み
や
古
―
宮
こ
総
角
、
（（58⑪
見
や
こ
三
や
こ
宮
こ
―
見
や
こ
三
や
こ
三
や
古
―
―
―
―
―
宮
こ
宮
古
ナ
シ
宮
こ
宮
こ
―
み
や
古
浮
舟
、
（888③
三
や
こ
―
宮
こ
宮
こ
宮
こ
宮
こ
ナ
シ
―
―
―
―
―
三
や
こ
宮
こ
三
や
こ
―
宮
こ
宮
こ
三
や
こ
手
習
、
2005⑨
三
や
こ
都
三
や
こ
み
や
こ
宮
こ
三
や
古
三
や
古
宮
こ
―
―
宮
こ
―
三
や
古
三
や
こ
―
三
や
こ
み
や
こ
―
宮
こ
― 39 ―
須
磨
、
（30②
京
京
京
宮
こ
―
京
京
三
や
こ
―
―
―
―
宮
こ
三
や
こ
京
―
京
京
―
き
や
う
須
磨
、
（3（⑪
京
京
京
京
―
京
京
京
―
―
―
―
京
京
京
―
京
京
―
き
や
う
明
石
、
（（（⑦
京
京
京
京
―
京
京
き
や
う
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
―
京
明
石
、
（（2①
京
京
京
京
―
京
京
き
や
う
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
―
京
明
石
、
（（2④
京
京
京
京
―
京
京
き
や
う
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
―
き
や
う
明
石
、
（（9⑭
京
京
京
京
―
京
京
き
や
う
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
―
京
明
石
、
（52⑬
京
京
京
京
―
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
―
京
明
石
、
（（0④
京
京
京
京
―
京
京
京
―
―
―
―
―
ナ
シ
京
―
京
京
―
き
や
う
明
石
、
（（0⑫
京
京
京
京
―
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
―
京
明
石
、
（（8⑪
京
京
京
京
―
京
京
京
―
―
―
―
―
京
ナ
シ
―
京
京
―
京
明
石
、
（（9⑧
京
京
京
京
―
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
宮
こ
―
京
明
石
、
（7（①
京
京
京
京
―
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
―
き
や
う
澪
標
、
（87⑩
京
京
京
京
―
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
き
や
う
―
京
澪
標
、
（90⑤
京
京
京
京
―
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
き
や
う
―
京
澪
標
、
503⑭
京
京
京
京
―
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
―
京
蓬
生
、
522①
京
京
京
京
京
京
京
京
―
京
―
―
―
京
京
―
京
ナ
シ
―
京
関
屋
、
5（7⑤
京
京
京
京
京
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
き
や
う
―
京
関
屋
、
5（7⑦
京
京
京
京
京
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
き
や
う
―
京
松
風
、
592⑤
ナ
シ
き
や
う
京
ナ
シ
―
京
京
京
―
―
京
―
―
京
京
ナ
シ
ナ
シ
京
―
京
玉
鬘
、
7（9⑩
京
京
京
京
―
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
―
京
玉
鬘
、
720⑭
京
京
京
京
―
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
―
き
や
う
玉
鬘
、
722①
京
京
京
京
―
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
―
京
玉
鬘
、
722④
京
京
京
京
―
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
き
や
う
―
京
玉
鬘
、
722⑦
京
京
京
京
―
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
き
や
う
―
京
玉
鬘
、
723⑥
京
京
京
京
―
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
―
き
や
う
玉
鬘
、
72（⑪
京
京
京
京
―
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
―
京
玉
鬘
、
739③
京
京
京
京
―
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
―
京
玉
鬘
、
7（7⑭
京
京
京
京
―
京
京
き
や
う
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
―
京
玉
鬘
、
7（8②
京
京
京
京
―
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
―
京
若
菜
上
、
（082⑭
京
京
き
や
う
―
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
京
京
若
菜
上
、
（088⑤
京
京
き
や
う
―
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
京
京
若
菜
上
、
（093⑬
京
京
き
や
う
―
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
京
京
若
菜
上
、
（097④
京
京
京
―
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
京
京
若
菜
上
、
（097⑥
京
京
京
―
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
京
京
橋
姫
、
（5（（⑪
京
京
京
―
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
京
京
― （0 ―
橋
姫
、
（52（③
京
京
京
―
京
京
き
や
う
京
―
―
―
―
京
京
―
京
京
京
京
橋
姫
、
（539⑧
京
京
き
や
う
―
京
京
き
や
う
ナ
シ
―
―
―
―
京
京
―
京
京
京
京
総
角
、
（598⑪
京
京
き
や
う
―
京
京
き
や
う
―
―
―
―
―
京
欠
落
京
京
京
―
京
総
角
、
（（30⑤
京
京
き
や
う
―
京
京
き
や
う
―
―
―
―
―
京
欠
落
京
京
京
―
起
や
う
総
角
、
（（32⑥
京
京
き
や
う
―
京
京
き
や
う
―
―
―
―
―
京
欠
落
京
京
京
―
京
総
角
、
（（3（⑦
京
京
き
や
う
―
京
京
き
や
う
―
―
―
―
―
京
欠
落
京
京
京
―
き
や
う
総
角
、
（（5（⑦
京
京
き
や
う
―
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
京
京
京
―
き
や
う
総
角
、
（（58⑪
京
京
き
や
う
―
京
京
き
や
う
―
―
―
―
―
京
京
京
ナ
シ
京
―
ナ
シ
総
角
、
（（（3④
京
京
き
や
う
―
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
京
京
京
―
き
や
う
総
角
、
（（（（⑫
京
京
き
や
う
―
京
京
き
や
う
―
―
―
―
―
京
京
京
京
京
―
き
や
う
総
角
、
（（（8⑬
京
京
き
や
う
―
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
京
京
京
―
き
や
う
早
蕨
、
（（79②
京
京
京
―
き
や
う
き
や
う
き
や
う
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
―
京
宿
木
、
（7（0⑪
京
京
き
や
う
―
京
京
京
―
―
ナ
シ
―
―
京
京
―
京
ナ
シ
―
京
宿
木
、
（7（2③
京
京
京
―
京
京
京
―
―
京
―
―
京
京
―
京
ナ
シ
―
京
宿
木
、
（7（3⑨
京
京
京
―
京
京
京
―
―
京
―
―
京
京
―
京
京
―
京
東
屋
、
（8（2③
京
京
き
や
う
宮
こ
京
ナ
シ
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
―
京
東
屋
、
（8（9⑭
京
京
き
や
う
き
や
う
京
京
き
や
う
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
―
京
浮
舟
、
（8（5⑬
京
―
き
や
う
き
や
う
京
京
き
や
う
―
―
―
―
―
京
京
京
―
京
―
き
や
う
浮
舟
、
（8（8⑨
京
―
き
や
う
き
や
う
京
京
京
―
―
―
―
―
京
き
や
う
京
―
京
―
き
や
う
浮
舟
、
（870⑨
京
―
京
き
や
う
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
京
―
京
―
き
や
う
浮
舟
、
（87（④
京
―
京
き
や
う
き
や
う
京
京
―
―
―
―
―
京
き
や
う
京
―
京
京
き
や
う
浮
舟
、
（87（⑧
京
―
京
き
や
う
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
京
―
京
京
京
浮
舟
、
（879⑫
京
―
京
き
や
う
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
京
―
京
京
き
や
う
浮
舟
、
（890⑦
京
―
京
京
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
京
―
き
や
う
京
京
浮
舟
、
（893⑭
京
―
き
や
う
き
や
う
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
京
―
京
京
き
や
う
浮
舟
、
（897⑩
京
―
き
や
う
き
や
う
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
京
―
京
京
ナ
シ
浮
舟
、
（9（9⑭
京
―
き
や
う
京
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
京
―
き
や
う
京
き
や
う
浮
舟
、
（92（②
京
―
き
や
う
き
や
う
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
京
―
京
京
き
や
う
蜻
蛉
、
（93（②
京
京
京
―
京
京
京
―
―
―
―
き
や
う
京
き
や
う
―
京
京
―
き
や
う
蜻
蛉
、
（939⑥
京
京
京
―
京
京
京
―
―
―
―
き
や
う
京
き
や
う
―
京
京
―
き
や
う
蜻
蛉
、
（9（（⑦
京
京
京
―
京
き
や
う
京
―
―
―
―
き
や
う
京
き
や
う
―
京
き
や
う
―
き
や
う
蜻
蛉
、
（957⑪
京
京
京
―
京
京
京
―
―
―
―
京
京
き
や
う
―
京
京
―
き
や
う
蜻
蛉
、
（9（0⑦
京
京
京
―
京
き
や
う
京
―
―
―
―
き
や
う
京
き
や
う
―
き
や
う
き
や
う
―
ナ
シ
蜻
蛉
、
（97（⑫
京
京
京
―
京
京
京
―
―
―
―
き
や
う
京
き
や
う
―
京
京
―
京
手
習
、
（998⑧
京
京
京
き
や
う
京
京
京
―
―
―
き
や
う
―
京
京
―
き
や
う
京
―
京
― （（ ―
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手
習
、
200（②
き
や
う
京
京
き
や
う
京
京
京
京
―
―
き
や
う
―
京
京
―
き
や
う
京
―
京
夢
浮
橋
、
2055⑨
京
京
京
京
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
―
京
夢
浮
橋
、
2057⑨
京
京
京
京
京
京
京
―
―
―
―
―
京
京
―
京
京
―
京
